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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和元年第5回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 山川　典二（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 本県地下資源、水溶性天然ガスについて

(1) 沖縄県がこれまで実施した調査内容（事業費を含む）と見解並びに民間事業者による試
掘調査内容や成果等について伺う。

(2) 南城市、宮古島市、那覇市の現況はどうか。

(3) 民間事業者の西原町試掘調査の内容を見ると新たに「東海岸サンライズベルト発展戦
略」の可能性のある対象事業になり得ると思うが県の考えを聞く。

(4) これまで沖縄県が実施した調査を踏まえ、総括及び精査はどのように行ったのか。また、
次期振興計画への反映を検討すべきだが見解を伺う。

(5) 沖縄県として今後どのように本地下資源を開発・利活用するのか問う。

2 本県の情報通信関連産業の現状と課題について

(1) ＩＴ各専門分野ごとに企業数、売上額、雇用人数、人材育成の現状を聞く。

(2) 21世紀ビジョンにおけるＩＴ事業者の集積目標と実績の推移と見解を伺う。

(3) 国際海底ケーブルの現況と今後の計画について伺う。

(4) 「リゾテック」について伺う。

(5) 「Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0」への取り組みについて伺う。

(6) 沖縄ＩＴイノベーション戦略センター（ＩＳＣＯ）について

ｱ ＩＳＣＯの設立目的、意義、組織体制、出資形態等を伺う。

ｲ ＩＳＣＯの業務の現状を聞く。

ｳ ＩＳＣＯ中島洋理事長の解任理由について伺う。

ｴ ＩＳＣＯの今後の課題と取り組みを伺う。

3 沖縄21世紀ビジョン基本計画の総点検を実施中だが、内容と進捗状況を問う。また、2017年
度県施策計画値達成率51.9％の内容と見解について

4 「稼ぐ力推進プロジェクトチーム」設立の目的と取り組みについて

5 「ウチナーンチュ会館（仮称）」建設構想について

6 那覇空港の機能拡張整備について

7 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和元年第5回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 西銘　啓史郎（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 「トークキャラバン」の実施状況について

ｱ 東京での「キックオフシンポジウム(６月11日開催)」に要した費用詳細(会場費、人件費
等)について伺う。

ｲ 第２回・第３回の開催日時・場所・参加人数・随行員について伺う。

ｳ 名古屋での事務局記者会見についての経緯と概要について伺う。

ｴ 今後の開催予定（日時・場所等）とキャラバン実施の費用対効果について伺う。

ｵ 県主催イベントでの委託先の政治的中立性についての県の基本的な考え方と今回公
募でなく随意契約となった経緯について伺う。

(2) 知事訪米について

ｱ 訪米時期・目的・面会予定者等について伺う。

ｲ 米国の国防権限法案（概要）について伺う。

ｳ 他国の法案に対し知事はどのような行動をとるのか。また、その効果（影響）はどう考える
のか伺う。

2 那覇軍港移設と浦添埠頭地区（西海岸）開発について

(1) アジア経済戦略構想における最大の狙いと浦添西海岸地域における「世界水準の観光リ
ゾート地」形成の目的と期待される効果について伺う。

(2) 関係市町村・関係各所と連携した受け入れ体制及び富裕層へのアプローチに向けた今
後の具体的な取り組みについて伺う。

3 県民生活の安心・安全対策について

(1) 救急安心センター事業（♯7119）の全国の設置状況と県内での議論状況について伺う。

(2) 離島からの救急患者搬送時の費用負担(応援協定)について

ｱ 搬送実績・発生費用等（離島負担分）について伺う。

(3) 県内の警察署・交番・駐在所・派出所について

ｱ 設置状況と設置基準（人口・面積等々）について伺う。

ｲ 有人離島（架橋なし）の状況について伺う。

ｳ 相談員（定年後の再任用）の活用状況について伺う。

4 民泊新法施行（2018年６月15日）後の県内状況について

(1) 簡易宿所営業（旅館業法）許可取得件数と家主居住型・不在型届出（廃止）件数につい
て伺う。

(2) 施行後の実績と課題について伺う。

(3) 教育民泊の実績と課題について伺う。

(4) 条例の規制緩和（制限期間）について伺う。

5 「多死社会」を迎える時代に考えるべきことについて
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(1) 厚労省の掲げる「地域包括ケア」と「アドバンス・ケア・プランニング(ＡＣＰ)」について伺う。

(2) 「一般社団法人日本看取り士会」の存在と役割・活動について把握しているか伺う。

6 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和元年第5回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 中川　京貴（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 玉城知事は就任約１年となりました。これまでの実績と結果、残り３年に向け知事の政策
やビジョンを伺いたい。

(2) 沖縄県行財政改革の実績と今後の行財政改革の必要性について伺いたい。

(3) 県内企業優先発注や県内業者への下請け状況など県産品活用に対する知事の考え方
を伺う(防衛局・総合事務局・県の発注実績)。

(4) 米軍基地内工事(ボンド工事)の県内企業優先発注に対する知事の取り組みを伺う。

2 県内社会資本の整備について

(1) 慢性的な交通渋滞は沖縄県の社会・経済的な面に相当の影響を及ぼしている。どのよう
な方策をとっているのか。

(2) 高速道路の交通渋滞について

ｱ 高速道路の現状と対策について伺います。

ｲ 沖縄市において１万人収容の多目的アリーナ建設に伴い、沖縄南インター・北インター
地区の交通渋滞が予測される、交通渋滞対策として出入り口の拡幅工事や新たなア
リーナに直接行ける道路をつくるべきではないか。

ｳ 沖縄南インター・北インターの間に嘉手納町から沖縄市(池武当)向け、県道74号線(仮
称池武当インター、アウトインができるフルインター)についてこれまで一般質問をしてき
ましたが現状について伺う。

ｴ 沖縄北インターからうるま市の石川インターの間に(仮称）中インターをつくるべきだと、う
るま市から要請があったと思うが現状について伺う。

(3) 社会資本整備を進めるに当たって、県土の有効利用と自然景観・保全の調和を図りなが
ら、鉄軌道を含めた陸上交通網体系を図る必要があるが現在の進捗状況と県の基本的
な考えを伺いたい(那覇市、浦添市、西原町においては、モノレールや鉄軌道、ＬＲＴ（次
世代型路面電車システム）の必要性について)。

(4) 戦前嘉手納町は、南部から嘉手納ロータリーまで軽便鉄道路線がありました。第二次世
界大戦時に鉄道・比謝橋も破壊され、国道58号の比謝橋においては、復元されました
が、軽便鉄道においては復元されておりません。私は沖縄県の振興の一つとして、西回り
は那覇市から浦添市・宜野湾市・北谷町・嘉手納町・読谷村・名護市と東回りは南部から
西原町・中城村・北中城村・沖縄市・名護市北部まで１時間で着く鉄軌道を通すことが将
来の観光立県に向けた沖縄振興策になると、これまで一般質問・代表質問で取り上げて
まいりましたが、県の見解を伺いたい。

(5) 所有者不明土地の現状と今後の課題について伺いたい。

ｱ 所有者不明土地によって住宅建設や道路整備・再開発事業など、まちづくりに障害はな
いか。

ｲ 所有者不明土地または所有者不明墓による市町村に対する影響と課題対策について
伺いたい。

(6) 東部海浜開発事業の早期実現が求められているが、事業の必要性とこれまでの経緯、予
測される今後の課題、完成時期や総予算について伺いたい。
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(7) 与那原町と西原町にまたがる中城湾港マリンタウン地区への大型ＭＩＣＥ施設計画の現状
と今後の課題について伺います。

3 土木行政について

(1) 西原町２級河川(小波津川)の現状と課題及び進捗状況について伺います。

ｱ これまでにも幾度となく氾濫を繰り返した小波津川が６月24日月曜日、26日水曜日の両
日も氾濫し、周辺地城の住民に多大な損害を与えた映像が全国放送でも流れ、国民の
知るところとなったが管理者としての対応と責任について伺う。

ｲ これまでも改修工事完了によって氾濫は防げると説明を受けてきましたが、河川改修工
事の事業認定を受けてから大幅な工事のおくれが地城にとって被害拡大につながって
いるとするならば、これは、災害ではなく人災といっても過言ではないかと思われるが当
局の見解を伺う。

ｳ 地域住民からは、人道橋の改修に当たってはアーチ型の設置を再三、要望・要請等を
行っているとのことだが、県は西原町に委託するだけで地域の要望に応える考えはない
か。

ｴ 地域住民から、氾濫後の二次災害（粉じん）対策としての要望として、道路の洗浄を地
域住民が行う上で、水タンク及び洗浄ジェッターと水（洗浄用１次処理は下水処理場より
協力済、２次洗浄用浄水については未定）の提供を求められているかと思うが、その要
請に対し、県の対応を求める。

ｵ 当初計画の景観が大幅に変更され、地域住民には、事前の打ち合わせもなく、事後報
告(住民からの指摘により)でしかないことに住民との信頼関係が大幅に損なわれている
ように思われるが、今後の改修工事の進め方と大雨を初めとする台風等の災害に対し
て、どのように対策を考えているのか伺います。

(2) 北中城村島袋地域の雨による冠水被害の解決に向けて、その後、県・北中城村・防衛局
は話し合いをしたのか伺いたい。

4 水産・観光振興について

(1) 2018年度の観光収入の実績に関し、その内容と特徴・課題等、また、次年度の目標につ
いて伺いたい。

(2) 海の牧場(海洋牧場・釣り公園・海上レストラン等)を建設し、沖縄独自の施設実現につい
て県の見解を伺いたい。

(3) 1100万人観光立県に向けて、国道58号交通渋滞緩和のための手段として高速船の活用
を求める(海上タクシー・クルーズ船)。

ｱ 那覇空港拡張整備に伴い、空港内に港湾を整備して那覇市から北谷町約15分、嘉手
納町20分、読谷村25分、恩納村30分、名護市40分、本部町50分と高速船を活用し、
1100万人観光立県に向けての海上のインフラ整備はできないか。

ｲ 港近くを整備してタクシー・バス・レンタカーなどと連携し、国道、県道、中北部の交通渋
滞の対策はできないか。

ｳ クルーズ船の受け入れ体制について、クルーズ船寄港の増加、海外航空路線の充実と
外国人観光客の受け入れ体制の整備と新たな観光資源の開発、これまでの実績と今後
の課題やリピーターを飽きさせない県の取り組みについて伺いたい。

5 子ども・子育て支援について

(1) 中学３年までの医療費無料制度を実施できないか(中学３年まで引き上げた揚合の人数と
予算について、小学６年まで引き上げた揚合の人数と予算について）。

(2) 市町村による現物給付制度の状況と今後の課題について

(3) 給食費の小・中学校で無料化した揚合の予算額は幾らか(学校数・対象者数)。

6 人材育成について

(1) 奨学金制度について

ｱ 進学を支援する奨学金制度の拡充が求められるが現状を伺う。

ｲ 返還義務のない奨学金制度の予算と実績について伺う。

ｳ 進学を希望する奨学生に対し、無利子支援はできないか(現在、県・市町村の奨学生の
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人数と予算と項目)。

ｴ 沖縄県として高校生・大学生等の若手の語学専門生を育てる留学などの派遣交流事業
はどのように実施されているか伺いたい。

7 防災対策について

(1) 災害時及び台風時の対策として41市町村における自治会の発電機の設置状況について
伺う(自治会の数等)。

(2) 台風や津波または事故等で電気が使えなくなったときの対策として、自治会・公共施設ま
たは住宅・店舗に太陽光・風力発電機を導入し、蓄電池を備えた防災対策をするための
補助金をつくるべきではないか伺います。

8 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和元年第5回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 照屋　守之（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 令和２年度国の沖縄係予算及び優遇税制について

(1) 沖縄県から内閣府に示した予算と内閣府からの概算要求額について説明願う。

(2) ９月13日新沖縄担当大臣への要請内容の説明を願う。

(3) 優遇税制の延長は厳しくなると思う。延長理由も含めて県の対応が大きなポイントになる。
見解を問う。

2 ゆがふ製糖工場の改築について

(1) 製糖工場の設備が築60年以上経過し、老朽化が著しく、全面改築は急を要する。沖縄本
島唯一の製糖工場であり、26市町村のサトウキビ農家やサトウキビ農業に影響があり、危
機的な状況であると言える。沖縄県としての現状認識と今後の対応について伺う。

3 沖縄県知事として基地の整理縮小や沖縄振興の取り組みについて

(1) 基地の整理縮小や沖縄の振興は、県の最高権力者として解決することが県知事の仕事
であり責任である。なぜ玉城知事は、最高権力者として普天間返還・辺野古問題の解決
に向けて取り組まないか伺う。

(2) 玉城知事は、基地の整理縮小をどのように進めるか伺う。

(3) 玉城知事は、沖縄振興を進めるに当たり国に頼らなくてもできるとのことだったと思う。どの
ように進めていくか伺う。

4 普天間返還に伴う辺野古代替施設の建設について

(1) 平成８年日米の返還合意から20年余が経過し、今工事が進められている。国は当時の名
護市長や沖縄県知事とも協議を行い、理解を得て建設位置や２本の滑走路も調整し、翁
長県政のときに埋め立てを承認し、行政手続によって工事が進められていると理解してい
る。おおむねこれでよいか伺う。

5 玉城知事の「誰ひとり取り残すことなく全ての人の尊厳を守る」方針の実行について

(1) 玉城知事はこれまで民意や県民投票の結果を尊重するとしてきたが、前定例会の質問
で、辺野古を容認する辺野古の皆様や普天間返還のために辺野古容認とする松川宜野
湾市長の立場を尊重すると明言した。そこで玉城知事は、６月定例会以降辺野古の皆様
や松川宜野湾市長と面談し、尊重する旨を伝え協議を行ったと思う。説明願います。

6 中国公船の尖閣諸島周辺の動きについて

(1) 玉城知事が「中国の船がパトロールしている」発言以来、その後発言は撤回するが、尖閣
諸島周辺の中国の船の動きが活発になっていると聞いている。現実はどうなっているか伺
う。

7 我が党の代表質問との関連について



8

一般質問通告表
令和元年第5回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 末松　文信（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 普天間飛行場全面返還の早期実現について

ｱ 県の埋立承認撤回を取り消した国土交通省の裁決について伺う。

ｲ 普天間飛行場代替施設建設に係る一連の訴訟件数について伺う。

ｳ 訴訟の結果、勝訴及び敗訴、それぞれの件数について伺う。

ｴ 訴訟等に要した経費の総額について伺う。

(2) 北部基幹病院構想の早期実現について

ｱ 統合する方針に変わりはありませんか。

ｲ 進捗状況について伺う。

ｳ 県立北部病院と北部地区医師会病院の職員との合意形成について伺う。

ｴ それぞれの職員の処遇について伺う。

2 学校教育について

(1) 中学生、高校生のバス通学の無料化について伺う。

(2) 中高一貫教育校の設置推進について伺う。

(3) 高等学校職員の長時間勤務の改善について

ｱ 奨学資金の申請手続に係る事務の実態について伺う。

3 観光振興について

(1) （仮称）やんばる観光振興室の設置について伺う。

4 国管理国道の整備について

(1) 名護東道路の延伸計画について伺う。

(2) 名護東道路の全線開通の目途について伺う。

5 県管理国道の整備について

(1) 国道331号の拡幅整備について伺う。

(2) 名護市三原区から天仁屋区間の歩道の早期整備について伺う。

6 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和元年第5回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 當間　盛夫（維新の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 万国津梁会議の状況と、この会議に何を期待しているのか伺う。

(2) トークキャラバンの状況と３カ所を終えての感想と成果を伺う。

(3) 知事の考える公共交通のあり方と路線バスの統合について伺う。

(4) Ｊリーグ規格スタジアム整備事業への知事公約の重要度と取り組みについて伺う。

2 基地問題について

(1) 那覇軍港代替施設の進捗状況と課題について伺う。

(2) 在沖海兵隊のグアム移転計画の進捗状況を伺う。

3 令和２年度沖縄振興予算概算要求について

(1) 県が要求した額との差について率直な感想を伺う。

(2) 振興一括交付金と振興特定事業推進費の要求額について見解を伺う。

(3) 地域安全パトロール事業の成果と県警との連携を伺う。

(4) 鉄軌道等導入課題詳細調査のこれまでの費用と調査内容の比較を伺う。

4 離島振興について

(1) 県発注の公共工事の地元業者優先指名について状況を伺う。

(2) 公営住宅整備事業での木造工法での取り組み状況について伺う。

(3) 下地島空港及び周辺用地の利活用状況について進捗を伺う。

(4) 久米島の海洋深層水の取水拡張事業にどのように取り組んでいるのか伺う。



10

※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和元年第5回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 17分 大城　憲幸（維新の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 国民健康保険事業について

(1) 昨年から県が国保財政の責任主体になったことを踏まえ６月議会において「県も赤字補
塡分の負担をすべき」また「市町村の裁量で一括交付金が使えるよう取り組むべき」との２
点を提案したが、その後の取り組みと状況を伺う。

2 保育の無償化に向けた課題について

(1) 保育士処遇改善について

ｱ 保育士給与の現状と認識を伺う。

ｲ 取り組み状況と今後の方針を伺う。

3  農林水産振興について

(1) フロンティア型農林水産業の振興に基づく輸出の状況について

ｱ 畜産物の実績と見通しを伺う。

ｲ 輸出拡大に向けた審査や手続の迅速化等、課題と取り組みを伺う。

(2) 家畜伝染病に対する防疫体制について

ｱ 従来の取り組みと他県や台湾の状況を伺う。

ｲ 今後の課題と取り組みを伺う。

(3) 本県の食料自給について

ｱ 農林水産物をめぐる貿易交渉の状況と今後の見通しについて認識を伺う。

ｲ 本県の食料自給率とその内訳を伺う。

ｳ 地産地消の取り組みや学校給食への供給状況を伺う。


